
第 5 回 小松市空き家実態調査結果報告書 

１．調査概要  

期間：令和６年７月～令和７年２月 

令和６年７月～  各町内会へ調査依頼 

令和６年 8 月～  データ集計 

令和６年 9 月～  危険空き家※現地調査 

令和６年 11 月   利用可能空き家※所有者アンケート送付 

令和７年 2 月     小松市空家等審議会での調査結果報告 

※町内会判断によるもの 

2．調査結果  

 町内会からの調査報告をもとに，危険空き家の現地確認や所有者アンケートの回答を踏まえて整理した

結果，空き家の総数およびその内訳（空き家の状態）は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

３．空き家数，空き家率の推移  

令和６年の空き家率は，小松市の世帯数 45,987 世帯（調査月：令和 6 年 7 月１日）に対して約 4.2％

であった。近年の空き家件数の増加はほぼみられず，空き家率も減少傾向にあるものの，危険な空き家

や，危険な空き家になりうる空き家数は増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各小学校校下別の空き家数と空き家率 

校下別の空き家数では，「芦城」が 211 件で最も多く，次いで「稚松」が 208 件となっており，中心市

街地に多く見られる。空き家率では，「西尾」が 35.1％と最も多く，次いで「波佐谷」は 10.4％となって

おり，いずれも山間部での高齢者率の高い地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の方針 

■実施した空き家実態調査の結果やこれまでの市の

取り組み状況等，法改正を踏まえ，令和５年に改

訂した「小松市空家等対策計画」に掲げる対策を

一層推進する。 

■空き家等に係る対応についての措置フローの策定

及び対応の強化。 

■空き家等の除却に伴う土地に係る固定資産税等の

減免制度の検討。 

■民間事業者へ空き家業務の一部（情報サイトへの

登録及び情報の更新・相談窓口業務・物件の調

査・無料相談会の開催など）を委託することで，

さらに市と連携を図り，より空き家の利活用を推

進していく。 
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項 目 
R6 

調査件数 
R3 

調査件数 

危険な空き家 
特定空家 17 件 8 件 

管理不全空家 88 件 
37 件 

軽～中程度の劣化の管理不全空家 114 件 

上記以外の空き家 1,797 件 1,966 件 

空き家総数 2,016 件 2,011 件 

 

【空き家数と空き家率の推移】 

芦城 粟津 安宅 金野 串 月津 犬丸
向本

折
荒屋 国府 今江 西尾 第一 稚松 中海 東陵 那谷 日末 能美

波佐

谷
苗代 符津 木場

矢田

野

蓮代

寺

R3空き家総数 256 143 106 36 63 68 66 58 50 97 44 103 99 194 65 59 37 47 60 89 47 81 21 84 38

R6空き家総数 211 139 125 39 55 63 52 52 48 105 53 101 113 208 61 50 36 55 61 66 57 89 31 106 40

R3空き家率 5.4% 8.6% 3.2% 7.4% 2.9% 5.0% 5.7% 3.1% 5.0% 4.4% 1.8% 33.7 2.2% 5.0% 7.5% 4.9% 9.6% 7.2% 3.2% 13.4 1.4% 3.3% 4.1% 3.6% 4.8%

R6空き家率 4.3% 8.6% 3.6% 7.9% 2.4% 4.5% 4.4% 2.7% 4.6% 4.7% 2.0% 35.1 2.3% 5.2% 7.0% 4.1% 9.5% 8.7% 3.1% 10.4 1.5% 3.4% 6.2% 4.3% 4.8%
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連携の一層強化 

情報提供の強化 
・支援制度の拡充 

空き家連絡協議会 

（空き家相談センター） 

令和 6 年度発足 

【実施体制の強化】 


